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状況１：湖南地区の場合（厚岸大橋よりネイパル側）

※施設敷地内での活動は、目撃状況等によって判断する

※街並みフォトラリー、ハザードマップラリーは中止

状況２：湖南地区以外の場合

※利用団体には状況に応じて情報提供を行う

●屋外活動実施有無の判断基準

●利用団体への事前周知

③施設敷地内での屋外活動をする場合（緑のふるさと公園は除く）

➀目撃情報等はあったが、町内小学校で特別な対応をとらない場合

IP端末からクマ情報を入手する

クマ出没に伴い、町内小学校が特別な対応（集団下校、保護者送迎等）をとる場
合は、当該週及び翌週利用する団体にその旨をメールにて連絡する。

　～出没情報取得からの流れ～
クマ出没時の対応マニュアル

➀教育委員会に電話で状況確認(学校、役所内での対応）を行う

※発見翌日以降は、町内小学校の動向を参考に自粛の有無を判断する

➀教育委員会からのメールを受理する

②利用団体に状況を説明し、坂下での屋外活動自粛を依頼する

④水鳥観察館周辺で目撃情報等があった場合（カヌーのみ）

③町内小学校で特別な対応をとる場合（集団下校、保護者送迎等）

●屋外活動の自粛を依頼する場合

●利用団体に最終的な実施判断を委ねる場合

②湖南地区で目撃情報等があった翌日から翌週に利用する場合　

➀厚岸町内でクマによる人身事故が発生した場合

②湖南地区で目撃情報等があった場合


